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（担当:河野） 代表アドレス chubu-kyoiku@pref.miyazaki.lg.jp

中部教育事務所は、各学校のマネジメント力を高め、チーム学校としての教育力向上を支援します。

中部教育事務所学力向上プロジェクト 学力向上研修会〔中学校〕を開催しました

５月３０日（月）に、中学校の教頭先生を対象とした標記研修会をオンラインにて開催しまし
た。教育事務所からの説明、３校の実践発表、演習等を実施しました。
参加された教頭先生方、また、実践発表をされた先生方に心より感謝申し上げます。
研修会の主な内容は以下のとおりです。

「学力向上を図るための取組について」
宮崎市立本郷小学校 中西 英 指導教諭
学力向上を目的に、「実態把握と対策」「授業改善」「基礎的な学力
の定着」の３つの視点からの発表でした。

「中学校における組織的な取組について」
宮崎市立宮崎東中学校 宮越勝志 主幹教諭
授業改善の取組として、「小中一貫の共通理解」
「読解力の向上」「習熟の時間の工夫」の３つの内容に
ついての発表でした。

高鍋町立高鍋西中学校 染谷直樹 指導教諭
重点支援校訪問の指定を受けた令和３年度までの取組の報告でした。

「授業力向上」を研究の中心に、研究推進のために、「変わらないもの」
「変わるもの」「チームワーク」の３つの視点から取組を発表されました。

教頭先生が今回の研修内容を先生方へ伝達し、自校で取り組む項目を決めていく流れになりま
す。そして自校の取組の内容を７月１１日～8月5日の間に、成果と課題等を1月に、教育事務所のHP
をとおして入力していただく流れとなっております。
今回の研修が、各学校の学力向上の取組の充実につながっていくことを願うとともに、教育事

務所も積極的に支援させていただきたいと考えております。 担当 佐藤

中部教育事務所からは、｢４＋４のチェックポイント｣の授業での具現化を図ることを目的とした｢中
部教育事務所 学力向上プロジェクト【授業改善版】｣の説明をいたしました。
授業改善のために、必要な視点として、以下の３点を提案させていただきました。
①身に付けさせる資質・能力の明確化と｢めあて｣と｢まとめ｣の整合
②個別最適な学び＋協働的な学び
③習熟の時間の工夫
実際の授業の流れを参考に説明し、自校の現状を評価していただいた後、今後特に取り組みたい
内容について検討していただきました。
※｢中部教育事務所 学力向上プロジェクト【授業改善版】｣は、６月１７日（金）実施予定の地区別学力向
上研修会にて小学校の参加者に配布するほか、教育事務所HPにも掲載します。
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「組織的な取組に
よって成果を上げて
いる」点が３校に
共通していました！


